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§１．研究開発実施体制  

 

（１）「電解液探索・硫黄コンポジット正極（S(IV)/S系）」グループ（国立大学法人 大阪大学） 

① 研究開発代表者：津田 哲哉 （大阪大学 工学研究科、准教授） 

② 研究項目 

・硫黄コンポジット正極（S(IV)/S系）の開発 

・アニオン電池用新型電解液の開発 

 

（２）「コンバージョン正極・電極反応解析」グループ（国立研究開発法人 物質・材料研究機構） 

① 主たる共同研究者：西川 慶 （物質・材料研究機構 エネルギー・環境材料研究拠点、   

主任研究員） 

② 研究項目 

・Cu/CuCl2コンバージョン正極の開発 

・電池反応のその場分析法の確立 

 

（３）「硫黄コンポジット正極（S/S2−系）」グループ（国立大学法人 岩手大学） 

① 主たる共同研究者：宇井 幸一 （岩手大学 工学研究科、准教授） 

② 研究項目 

・硫黄コンポジット正極（S/S2−系）の開発 

 

§２．研究開発実施の概要  

 

令和元年度より、アニオン電池の中で最も将来性が有望であるアルミニウムアニオン電池の研

究開発に注力するため、チーム体制の変更・強化を行い、電解液、高容量正極、分析手法の 3 つ

の観点から研究を推進した。電解液については、アルミニウムアニオン電池用電解液（塩化アルミ

ニウム系イオン液体）に含まれるイオン種によって、電極反応は大きく変化することが明らかとなり、

電解液を設計する際の指針となりうる重要な知見を得ることができた。高容量正極の開発は、新た

な正極活物質の探索やバインダーの種類が電極挙動に与える影響の解明によって取り組み、安

価かつ汎用性の高い元素だけで、既存のアルミニウムアニオン電池用グラファイト系正極の容量

（一般的に 60 ~ 90 mAh g−1 程度）を大きく超える正極活物質の候補を複数見いだすことができ

た。例えば、塩化銅（II）の脱塩素化反応を利用すると、サイクル特性に問題を抱えるが、初回放電

容量は 400 mAh g−1程度の値になることがわかった。また、アルミニウムアニオン電池用電解液と

のマッチングに優れた新たなバインダー材料の選定と、それらが電極特性に及ぼす影響について

も詳細に調査したが、バインダーの種類が電極性能に与える影響は極めて大きく、理論放電容量

に近い値が得られるような条件を見いだすことができた。本年度は、アルミニウムアニオン電池

の開発に直結する研究だけでなく、その開発をサポートするオペランド電子顕微鏡（SEM）
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観察法の改良にも取り組み、電極上の活物質量を極限まで減らした電極を用いることで、電極形

態の変化を短時間で捉えられるようになった。 

 

令和元年度の主要な論文 
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